
函館市

南茅部地区

町の神社
お祭りの神輿の基点となる場所
小学生と中学生が神輿を担いで
家々を回る行事がある。

尾札部中学校
２校の小学校から進学してくる町
で唯一の中学校。

昆布加工場
小さな子どもが居る奥さん達がパ
ートで働いている。
道内名産の昆布の加工場。

海岸道路
住宅と倉庫を隔てる道路。
道路が住宅の廊下のように、日常
生活で利用する大切な道。

縄文遺跡 : 八代 B遺跡
６つある遺跡のひとつ。
発掘作業が終了したが、ここから
数多くの土偶が出土した。

尾札部漁港
こんぶ漁のためのちいさな舟が並ぶ。
昆布漁はおじいちゃんに小学生がついて行く。

漁協副港展望施設
太平洋を望むことができる展望施設。
観光客が訪れる観光地のひとつ。

尾札部漁港
定置網漁業の拠点となる場所。
小学生や中学生のたまり場にもなっている。

尾札部郵便局
町で唯一の郵便局。
元 4町の住民全員が利用する。
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建築年度 延床面積 階数 老朽度 所在地 評価 運営管理施設名
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臼尻保育園 昭和 57年 610.44 ㎡ 地上 1階 ○ 築 29 年 臼尻町 595 番地 5 D民営化・譲渡 直営

直営

地域共同企業体

臼尻町内会

臼尻町内会

直営

南茅部漁業協同組合

直営

直営

直営

日本郵政

川汲町内会

臼尻町内会

社会福祉法人

直営

直営

地域共同企業体

直営

尾札部町内会

尾札部町内会

直営

地域共同企業体

尾札部町内会

日本郵政

尾札部町内会

南茅部漁業協同組合

木直町内会

̶

直営

1,733.43 ㎡ 地上 2階 ◎ 築 4年 臼尻町 591 番地 1 G管理運営

2,291.90 ㎡ 地上２階 ×築 27年 臼尻町 604 番地 1 G管理運営

853.44 ㎡ 地上２階 ×築 42年 臼尻町 234 番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

853.44 ㎡ 地上２階 ×築 42年 臼尻町 234 番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

853.44 ㎡ 地上２階 ×築 42年 安浦町 92番地 G管理運営

387.58 ㎡ 地上２階 ×築 37年 安浦町 71番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

̶ 地上 4階 △ 改築 27年 川汲町 1560 番地 廃校予測

2,908.70 ㎡ 地上２階 ×築 37年 川汲町 1520 番地 G管理運営

259.30 ㎡ 地上 1階 ×築 35年 川汲町 1481 番地 2 D民営化・譲渡

̶ 地上 1階 ̶ 川汲町 481 番地 3 G管理運営

386.37 ㎡ 地上２階 ×築 35年 川汲町 272 番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

259.30 ㎡ 地上 1階 ×築 35年 川汲町 1481 番地 2 B 売却 ( 施設の解体 )

̶ 地上 1階 ×築 28年 川汲町 986 番地 13 G 管理運営

1,429.21 ㎡ 地上２階 ×築 41年 川汲町 1520 番地 4 G管理運営

974.75 ㎡ 地上 1階 ○ 築 20 年 尾札部町 1877 番地 1 G管理運営

1,667.08 ㎡ 地上２階 ○ 築 17 年 尾札部町 1608 番地 1 G管理運営

684.01 ㎡ 地上 1階 ×築 40年 尾札部町 824 番地 1 D民営化・譲渡

523.86 ㎡ 地上２階 ×築 38年 尾札部町 573 番地 3 B 売却 ( 施設の解体 )

90.85 ㎡ 地上 1階 ×築 34年 尾札部町 499 番地 B 売却 ( 施設の解体 )

117.67 ㎡ 地上 1階 △ 築 19 年 尾札部町 242 番地 1 A 総合的な検討

̶ 地上２階 ̶ 尾札部町 2023 番地 G管理運営

235.40 ㎡ 地上 1階 ×築 35年 尾札部町 2021 番地 B 売却 ( 施設の解体 )

̶ 地上 1階 ̶ 尾札部町 409 番地 G管理運営

319.14 ㎡ 地上 1階 ×築 43年 尾札部町 1423 番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

605.16 ㎡ 地上２階 ×築 35年 木直町 433 番地 4 B 売却 ( 施設の解体 )

214.88 ㎡ 地上 1階 ×築 34年 木直町 722 番地 4 B 売却 ( 施設の解体 )

̶ 地上２階 ̶ 木直町 991 番地 廃校

361.08 ㎡ 地上 1階 ×築 32年 木直町 360 番地 1 B 売却 ( 施設の解体 )

平成 22年年

昭和 59年

昭和 46年

昭和 46年

昭和 46年

昭和 51年

昭和 62年

昭和 49年

昭和 51年

̶

昭和 53年

昭和 51年

昭和 61年

昭和 47年

平成６年

平成 9年

昭和 48年

昭和 52年

昭和 56年

平成 7年

̶

昭和 55年

̶

昭和 47年

昭和 55年

昭和 56年

̶

昭和 56年

縄文文化交流センター

南茅部スポーツセンター

臼尻会館

南茅部漁協

南茅部病院

安浦会館

南茅部高校

南茅部支所

地域子育て支援センター

南茅部郵便局

川汲会館

母と子どもの家

老人ホーム

南茅部公民館

こんぶ直販加工センター

磨光小学校 ( 南茅部プール )

尾札部保育園

尾札部会館

尾札部中央会館

漁協副港展望施設

尾札部中学校

黒鷲会館

尾札部郵便局

見日会館

木直会館

ぽん木直会館

木直小学校 ( 廃校 )

もと木直保育園

函館市南茅部 ( みなみかやべ ) 支所の概要

南茅部町は、平成 16年 12 月 1日をもって、函館市と合併した。この地域は、西暦 1677 年の開基以来 300 年有余年を超える
歴史を通じ、古くから良質の天然真こんぶの生産地として、さらには北海道大謀網 ( 現在の定置網 ) 漁業の発祥の地となり、昭
和 40年にはわが国最初のこんぶ養殖に成功するなど、常に豊かな海の恵みとともに煎先人の開拓によって、道内屈指の漁業基
地として発展してきた。

今後もかけがえのない海を守り、育て、自然の生産力を活かし、特性に応じた漁業の振興を図るとともに、海と共に生きる活
力ある地域づくりを目指していかなければならない。

人口 : 7396 人
世帯数 : 2510 世帯
面積 : 158.36 ㎢

南茅部のあゆみ

昭和34年　町制施行 ( 尾札部村・臼尻村合併 )
昭和 39年　町立南茅部高校を道立移管
昭和 40年　養殖コンブ試験事業開始
昭和 50年　青森県佐井村と姉妹町提携
昭和 53年　開基 300 年記念式典
平成２年　   南茅部町保養センターオープン
平成 7年　   ホテ RYひろめ荘オープン
平成 11年　国道 278 号南茅部町バイパス第１工区全面開通
平成 14年　国史跡指定 ( 大船遺跡 )
平成 15年　南かやべ漁業協同組合発足 ( 尾札部、川汲、安浦、臼尻 4
漁協合併 ) S
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南茅部地区 公共施設map

リサーチにより得られた
15の平面構成モデル

オランダ構造主義の
設計手法

「 流動的 」な資料館 「 静止的 」な図書館

設計

＋

背景

設計概要図

STEP.1　敷地選定

古部大滝

南茅部の東端に位置する。

正面は海上からしか見る事がで

ない。

楽さあ大きく、圧倒的な存在感を

放っている。

大船遺跡の大型住居

縄文時代中期 (5400～4100 年前

頃 ) を中心とした大型の集落跡

です。竪穴住居跡の規模が大きく

地中にはさらに多くの住宅地跡

があるとされている。

イルミネーション

地元の有志によって植えられた

もみの木を電飾で飾り、公民館

でクリスマスパーティーが行わ

れる。毎年、地域の小学生の恒例

行事となっている。

国宝 中空土偶

北海道唯一の国宝であり、現在は

南茅部の交流センターで保管され

ている。

南茅部の「茅」が入った「茅空」

の愛称がある。

大謀網漁業発祥の地碑

定置網の一種である大謀網漁業

発祥の地として建てられた記念

碑。

北海道の大謀網漁業ここからはじ

まった。

昆布漁

南茅部の前浜で撮れる昆布は白口

真昆布と呼ばれ、未が厚く、その

切り口が白い事に由来する。

古来、調停や娼婦んけに献納して

いたことからしていたことか。ら

「献上昆布」とも称される。

○ 複合化する公共施設 ○ 周辺環境

　本計画の敷地とした南茅部地区は５つの町が段階的に
統合し、2004年に函館市と合併した背景がある。
統合・合併のたびに施設が少しづつ増加した結果、今で
は多くの老朽化した公共施設が、５つの町に平均して点
在している現状にある。中には年に数回のみ使用される
施設もあるため、函館市では、維持費を考慮して代替え
案が検討されている。
　
　そこで、代替え案に＋αの機能として、町の特徴であ
る縄文遺跡の資料館と地域住民が気軽に訪れることので
きる図書館を計画する。南茅部地区には９つの縄文遺跡
が存在し、大船遺跡からは国宝に指定された中空土偶が
出土している。移動図書館が訪れるこの地区に、町の拠
点となる施設を計画する。

両義的な空間 - 平面構成からみる建築設計の提案 -

平面図 抽象化 名称

ネア・モニ修道院
Nea Moni

サンタンブロージョ教会 
Basilica di Sant'Ambrogio

Basilica di Santo Spirito

サント・スピリト大聖堂

サン・ピエトロ大聖堂
Basilica di San Pietro in Vaticano

サン・カルロ・アッレ
クワトロ・フォンターネ聖堂

Chiesa di Carlo alle Quattro Fontane

ルネサンス期からバロック期の教会建築の平面構成には異なり
がある。それは内部からつくり出す事を基本とした建築から、
内部・外部空間の外形を歪める事でつくり出す操作への変化で
ある。つまりバロック期においての「壁」は、外部に面する表
面と、内部に面する表面という２つの表面として捉えられるも
のである。

日本建築においても、襖や障子という弱い境界によって空間は
区別される。内部と外部を完全に切り離す境界ではなく、柔ら
かく繋げるための境界である事が建築の空間同士の多様性を生
むものである。

私たちは建築に居心地の良さなど、心理的・知覚的な要素の必
要性を感じている。近代以降、機能主義によって分断されてし
まった内部と外部・建築と都市。自然や周囲とのつながりが現
代の建築に求められている。

　本研究では、平面における
領域のつながりを再評価する。
平面構成の追求によって多様
な空間操作を生む建築設計の
提案である。
　
　複合化する公共施設の機能
をゆるやかに繋ぐ構成を見出
すことが目的である。

町の特徴

両義的な空間 - 平面構成から見る建築設計の提案 -

▼
▼



○ sonsbeek-Pavilion / Thomas Rietveld /1955  

○ 森山邸 / 西沢立衛 / 2005 

○ 長八美術館 / 石山修武 / 1984  

○ 資生堂アートハウス / 谷口吉生 /1978   

○ roman catholic church / Aldo van Eyck/1969

○ ソーレンセン自邸 / Erik Christian Sorensen /1955    

細長いアプローチから室内に入ったような間隔になる。
5mの有孔レンガ壁が構造のため L字になっている。それ
が室と廊下を曖昧にしている。
流れを止める、動かすの対現象的な動線になっている。

敷地全体に分散された配置になっている。
一見、法則がないようにも見えるが個々のボックスの中心
を結ぶと、直線または一定の角度が現れる。有る程度の法
則に沿っていても、庭や廊下のような空間は中間領域を多
く含む。

江戸末期の伝説的左官工、入江長八を記念して作られた日
本唯一の左官美術館であり、工事も名工を全国から総動員
して作り上げた建築。
２棟ある展示室の鋭角の壁面によって、視覚に遠近法的な
錯覚を生む造形。

丸と四角の単純な図形が非完結の壁となって繋がること
で、動線の流れになっている。
展示室や設備が入れ子に配置されている。
建物の中心にはエントランスにある円を切り取ったような
階段の中心と重なる。
非完結の壁の重なりが、狭いと階段になり広いと廊下に
なっている。

グリッドに沿って壁が配置されている。
懺悔室が非完結になっており、日完結の付記が変わること
で、閉じた空間、開いた空間のような多様な空間になって
いる。
１辺が外側の壁と同一化してできた逆側は管理室などの裏
の機能になっている。これは入れ子状によってできている。

細長いアプローチから室内に入ったような間隔になる。
5mの有孔レンガ壁が構造のため L字になっている。それ
が室と廊下を曖昧にしている。
流れを止める、動かすの対現象的な動線になっている。

フラクタル 中心性 黄金比非完結入れ子

レイヤー 対角 放射グリッド連続

囲い 離散 ダブルスキン対角度

オランダ構造主義 -Aldo Van Eyck-

領域をつなぐ平面構成 100

STEP.2　リサーチ 領域を繋ぐ平面構成 ＋ オランダ構造主義　Aldo Van Eyck 

0 1 5 10

C-C’ Section detail
S= 1:100

開　-　開

閉　-　閉

閉　-　開

対となさない sculpure pavilion / 1962 / Aldo van Eyck 

a b

１つの領域に対立的な２つの空間概念を同時に表現
するための手法により認識される中間領域

アルド・ファン・アイク

○オランダ構造主義の設計
オランダ構造主義は、多様性を持たせながら、場の連続性を考えつなぐことを意識して設計されている。
これを、分節や閾という手法からみることができた。
つまり、相反する様々な両極を和合 (reconcile) し、対現象 (twin phenomenon) として同時存在させる「仲
介的なもの」の重要性を理解する事ができる。
　　　

○ 図と地
3,360mmのグリッドでつくられた室単位が、間隔を開けながら反復している。

室単位は、ちいさな単位から大きな全体へとつながっている。

○ 認識する視線
室単位だけでなくガラス面や開口もまた反復すること

で、ある地点からは全体を認識できる視線が通る。

自分が現在居る場所が、室単位の中のどこに属してい

るのかを認識できる。

年代、文化、技術、環境等に関係なく室と室、機能と機能、外部と内部など領域の繋がりに特徴の
ある建築平面を 100 個トレース、構成要素を収集し、本研究の分析対象とする。

ⅰ) スケールによる分節

　 ヒューマンスケールな場をつくるために段階的なスケールで空間が分節される

ⅱ) プログラムの融合

　 複数あるプログラムが柱のグリッドなどによってまとめられている

　 融合され、全体の統一へ

ⅲ) 閾 threshold

　 パブリックとプライベートの境界空間

　 異なる領域間の変化を円滑にする役割の空間

　 部屋の入り口や玄関、窓などの領域間につくられ、つなぐことを意識して設計される

ⅳ) 街路

　 街路のような動線空間

　 建築内部に都市的空間である街路のように設計される事を意図している

　 街路はグリッドにそってシステマティックに広がる

○オランダ構造主義の設計手法

閾という異なる領域間を繋ぐ手法から、対現象と
して両義的な空間構成をつくりだすことで、複数
のプログラムに統一性を持たせられないだろうか。

library Gallery

Floor plan　S=1:400 N

0 1 5 10 20



ⅰ

ⅵ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅶ

ⅴ

VOLUME

MODEL 1

事務室 PC室 児童室 物産室

１つのボリュームに１つの機能がある
現状

MODEL ２

CUT

CUT

事務室 PC室 児童室 物産室

ボリュームを上下にカットし平面を 2つ重
ねる

MODEL ３

L ＋ VOLUME L

 VOLUME

事務室 PC室 児童室 物産室

下の L字構成 = 仕切ることない流動的な空間
上の屋根 = 垂れ壁のように領域的に機能を仕切る

▶傾斜、太陽光、潮風を考慮した上で立面を決定

壁と開口が交互にならび、夏には風を受け止め室内の奥まで流れるようになる。
採光はスリット上の開口と、屋根と屋根の間からはトップライトの光が室内に落ちる。

▶斜面を緩やかにつなぐように L字がズレて配置される。屋根での領域を重ね合わせる。

L字の上に図書館の機能となる屋根を重ねる。流動的な L字の平面と領域的な四角のや根が重なることで「動 -静」
の両義性を持った構成となる。

対

▶敷地と資料館に適した L字を軸上に配置

敷地全体を 2mのグリッドを引き、動線計画にふさわしいと考えられる L字を配置する。L字は感覚的に配置するの
では無く、敷地形状・グリッドに合わせて徐々にズレていく。

グリッド

非完結

▶敷地を規模に合わせたプログラムの動線で囲う

敷地境界線が無い敷地に対して、建物の領域を形作るために囲いの操作をする。
それが動線となり、プログラムを繋ぐ基礎計画となる。

囲い

①

②

③

④

　資料館

L字の単純な組み合わせ 連続させて動線を繋ぐ 対角に組み合わせた部分から全体をつくる

　図書館

図書館の1機能 = １つの屋根 L字を跨ぐように配置

(コンフィギュレーション )

( 領域をつなげる )

○ イメージダイアグラム○ 配置計画

STEP.3　構成ダイアグラム 

ⅰ. 物産店
ⅱ. 事務室
ⅲ. 多目的室
ⅳ. 本棚室
Ⅴ.PC 室
ⅵ. 児童室
ⅶ. 勉強室

ⅰ. 物産店
ⅱ. 事務室
ⅲ. 多目的室
ⅳ. 本棚室
Ⅴ.PC 室
ⅵ. 児童室
ⅶ. 勉強室

資料館の平面

図書館の平面

重なる２つの平面

○ 動線ダイアグラム

○ プログラムダイアグラム

○ プログラムの関係

児童室

就学前の幼児の遊び場。
南茅部地区では、幼稚園に入れない子ども達が
集まる「母の家」と呼ばれる会館があったが、
老朽化のために建て壊しが検討されている。
そのため、プログラムの１つとして選択した。

学習室

静かな学習室。
主に近くの中学生と漁に出られなくなったお年
寄りが、静かに利用できる場所。
壁を長くし、児童館と近すぎない距離をとる。

物産店
観光客に地区の名産を知ってもらい、買う事も
出来る。道の駅のような役割を果たす場所。
主に観光客が利用することを想定している。

事務室

中庭

児童公園

資料館の受付と、図書館の貸し出しカウンター。
全体の管理がしやすいよう、建物の中央に配置
する。

図書棚室

小さな図書室の機能。
図書を利用する人は、ここで本を手にする。事
務室の領域と隣り合わせにあり、本をすぐに借
りることができる。函館中央図書館の別館とし
て開架図書の役割を果たす。

PC 室

検索するためのパソコン室。
地区の人達に加えて、観光客の来館を想定。
南茅部や周辺地域、縄文資料館、函館の観光地
検索を容易にする。
この地域を知ってもらう１つとして選択した。

多目的室
　    ・
スペース

集会所として集まれる場所を想定。
室内だけでなく、デッキ部も含まれていて利用
用途によって使い方を変えられる。
L字壁の間にできたガラスの開け閉めによって
も部屋の大きさが変化する。

ギャラリー空間は流動的な空間構成であり、室単
体で完結せず流れるような動線の中に室のような
展示スペースを同時に計画する。
平面構成により得られたモデルより、非簡潔な図
形である L字の単純な壁操作によって、室・室、室・
通路、内部、外部を構成していく。この時、L字
は２mグリッドに沿い、対角の形態を連続させ、
部分から全体の動線空間へと繋げる。

図書館空間は静止的な空間構成であるため、室の
ような領域的な空間構成を基本とする。壁に囲ま
れた閉鎖的な領域ではなく柔らかなまとまりで構
成された室を計画する。L字という物理的には強
い境界の上に垂れ壁のような柔らかい空間認識的
な仕切りで構成する。L字の流動的な空間構成と
重なる事で、図書館空間では偶発的な選択制を持
つ空間となる。

Roof plan

室内に現れる街路空間
(資料館の動線 )

資料館の動線

ⅰ

ⅵ

ⅲ

ⅳ

ⅶ

ⅴ
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エントランスホールから児童室へと
中庭を通して視線が通る

多目的からエントランスへとズレな
がら連続する室単位が認識できる

多目的からエントランスへと壁面が
連続し、室単位が認識できる

縄文展示と地域 PC室をわける屋根

perspective １

perspective 3

perspective 2

perspective ４

STEP.4　断面図、立面図、パースペクティブ 

A-A’ Section
S= 1:400

A A’

0 1 5 10

▽GL＋6500

▽GL＋5500

▽GL＋4500

▽GL＋3500

▽GL±3500

A-A’ Section
S= 1:400

B
B

’

0 1 5 10

North Elevation
S= 1:400

0 1 5 10

North Elevation
S= 1:400

0 1 5 10


